














である五人の弟子によって開かれた五院により、總持寺を興隆・維持していく制度であり、他宗派の類似の制度を参考にしながら作られた部分もあるとはいえ、ほぼ曹洞宗独自の制度と言ってもよい。これによって 門 基盤が非常に安定し、末寺も増加していき、それに伴 檀信徒数も増加していくこ となったのである。
五哲とは、すなわち普蔵院開基・太源宗真禅師（？～一三七一） 、妙高庵開基・通幻寂霊禅師（一三二二～
一三九一、以下通幻禅師と略） 、洞川庵開基・無端祖環禅師（？～一三八七） 、伝法庵開基・大徹宗令禅師（一三三三～一四〇八、以下大徹禅師と略） 、そして如意庵開基・実峰良秀禅師（？～一四〇五、以下実峰禅師と略） の五名方がたである。
五哲は、それぞれの開かれた五院を中心とし、總持寺の法灯を絶やさぬよう殊に尽力され、輪住制度という当時と



























































精神は、曹洞宗教団 元に集まる多くの修行僧達の心を一つにしていき、そして、叢林の中で生きていく上での精神鍛錬の側面を っていた ではないか。
そして、その精神を、瑩山禅師が修行僧に伝えたということは、教団の組織化、お釈迦さまからの法系統の再確認、










（一三六九）に「龍宝山大徳禅寺自今以後堅可守護法度条々」 （大徳寺法度）を制し、また徳禅寺法度・正法庵法度を設け、住持職以下諸役職の人選方法や任期、特に役職者 対する奉給をはじめ寺院運営や寺領管理などを明確に規定し、運用するように った。















理すべきこと（原漢文） 」とあるが、東隆眞先生は「この要望に応える意味で、さきの輪住制度が大きな力を発揮してきたことは、 否定することの出来ない歴史的事実である」 （ 『太祖瑩山禅師』 、 国書刊行会、 平成八年 〈一九九六〉 九月、七七四頁）と指摘されてい 。つまり、この十箇条の最後の一文を胸に受けとめて、瑩山禅師からの要望に応えたのが、他ならぬ總持寺護持を瑩山禅師から託された峨山禅師である。言い換えれば、峨山禅師は瑩山禅師 思いをより具体化されたことになる。
峨山禅師の最も心を向けられた事柄の一つに、法相続による曹洞宗の更なる発展があったと言える。主著『山雲海





















は存続されねばならないとし、 「寺門 盛衰は人による」の誡を説かれている。しっかりと後継者を育てること 重要性を明文化されている。
























「和合」の言葉が、いかに叢林＝修行道場にて多用されていたか、そして瑩山禅師の和合の精神の源流が道元禅師にあることが分かる。道元禅師、瑩山禅師そして峨山禅師というラインが、 「和合」あるいは「一味同心」の言葉の元に、しっかりとした後進への道筋・指針を形成し、更にそれが末代まで通じていくことになる。「道元禅師と瑩山禅師の教えがどう繋がるのか分からない」との説に出会う時がある。そこで一つのキーとなる単語として、 「和合」あるいは「一味同心」を用いれば、自然に繋がっていくの はないかと思うのである。　　
三、和合の精神の淵源～聖徳太子との関連
曹洞宗内での 「和合」 「一味同心」 の用例について検討してきたわけであるが、 宗門の外に目を向け、 曹洞宗成立以前、









































和を知りて和すれども、礼をもってこれを節せざれば、また行わるべからず」とあり、和と礼が揃ってこそ「真実の和」と説かれ ある。ちなみに、 『老子』には「和光同塵」の言葉があり、 「光」とは「自己に内在する才能を包み込み、世俗 共に歩んでいくもの」とされており、瑩山禅師の『伝光録』や、瑩山・峨山両禅師の歩みと近いものを感じさせるものである。
これに近い言葉を述べているのが、千利休（一五二二～一五九一）の「和敬清寂」である。 「和敬清寂」とは、 「和








これらを総合して読んでいくと、 「和合」とは、ただ単に馴れ合うばかりで 皆で仲良くすることを説 ているの








































































〈一九六八〉一二月、二一二～二 七頁）によると、例えば延文四年（一三五九）一一月一〇日の八ヶ条の集会置文には、 「置文の旨趣を堅守し、永らく未来の法式と為し、愼みて之を遵行すべし（原漢文） 」とあり、集会 決議が寺院の法律であると指摘されている。
集会の決議事項即ち置文・契状には、 「此の条、
一味同心の契状と任ず（原漢文） 」ではじまり、 「内外から置文・
契状の内容 かなわない強硬な意見が出されたとしても、集会に参ずるそれぞれが決議事項の内容を第一に考え、いい加減に対処して ら （取意） 」とある。
逆に言えば、 「一味同心」が当時多くの宗派で用いられていたということは、日本文化の中に非常に根付いていた














は、後継者の育成と、そうして育成された御弟子の皆様方の協力によって宗門は存続されねばならないという、峨山禅師の生涯思い続け 強い意志が ったと考えられ 。
私ども法孫、そして宗門にかかわるすべての方がたは峨山禅師の遺誡を胸に刻み、志を一つにして諸事に当たって


















































佐藤悦成著『總持二祖峨山韶碩禅師』 、平成八年（一九九六）一〇月、大本山總持寺出版部。中嶋仁道著『曹洞教団の形成とその発展 昭和六一年（一 八六）三田島柏堂著『總持二祖峨山韶碩禅師』 、昭和四〇年（一九六五）三月、大法輪閣。『瑩山禅師伝』 、平成二三年（二〇一一）四月、曹洞宗宗務庁。
